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未来に向かって

今日10月１７日(木)に後期の始業式が行われました。始業式で作文の
発表をしてくれた1年の田口葵さん，2年の高橋莉緒さん，3年の加藤萌
実さん，ありがとうございました。それぞれの発表内容から，前期の反
省を踏まえた後期にかける熱い思いが伝わってきました。４８名の全校
生徒が顔をそろえ，無事後期のスタートが切れたことをとても嬉しく思
います。

☆☆☆《後期始業式 校長式辞》☆☆☆
今日が，後期始業式，いよいよ後期の始まりです。短い秋休みでしたが，
後期に向けて皆さんは，前期の成果と課題を踏まえて目標を新たに立て
てきたことと思います。また，その目標を達成させるために必要なエネ
ルギーを蓄えてきたことと思います。
そんな皆さんに後期に頑張ってほしいことを３つお話します。
一つ目は，後期の行事の成功に向けて，全校が一丸となって取り組ん

でほしいということです。 前期の終わりに開催した学校祭を大成功に
導いた皆さんです。それは，皆さんが今年度春以来頑張ってきたことが
実を結んだことを意味しています。生徒会テーマにあるように「更なる
高み」を目指して，更なる成長を遂げていってくれることを期待してい
ます。１０月２９日には，大仙市の避難所開設訓練が本校を会場に開催
されます。市の担当の方々，赤十字，大船渡赤崎中学校の皆さん，大仙
市中学生サミットの皆さん，保護者・地域の方々等多くの方々も参加し，

協力してくれます。将来の社会・地域の担い手である皆さんが，この訓練を通して災害に対す
る自助・共助の精神を培っていってくれることを期待しています。前期の終業式でもお話しま
したが，豊成中学校は，「ONE TEAM」です。後期の様々な行事を通して，仲間同士の信頼
と絆をさらに深めていってくれることを期待しています。
二つ目は，３年生から２年生・１年生に生徒会活動のバトンをしっかり渡し，築き上げてき

た豊成中の姿を継承していってほしいということです。春以来，３年生が学校のリーダーとし
てこの豊成中を引っ張ってきました。その３年生も，卒業を控え，それぞれの進路に向けた挑
戦が本格化します。今度，新生徒会役員選挙も実施されます。これからは，２年生・１年生が
生徒会の中心となってこの豊成中を動かしていくことになります。みんなの力を結集し，豊成
中の伝統を引き継ぎ発展させていってくれることを期待しています。
三つ目は，一人一人がそれぞれの目標達成目指して最大限の努力をしてほしいということで

す。３年生は，勿論進路目標の実現があります。２年生・１年生は，学習や生活，部活動等で
の目標達成です。誰しもが，「なりたい自分」をもっていると思います。それに向かって，こ
れからも日々努力を積み重ねていってほしいと思います。未来の自分を創るのは「現在」の自
分です。３月の卒業式や修了式で自分のこの１年間の成長を実感し，自分の頑張りに「悔いな
し」と思えたなら最高です。後期はそうした１年間の総仕上げの時期でもあるのです。
最後にまた，ラグビーの話題になりますが，ラグビーの精神として「ONE FOR ALL」「A

LL FOR ONE」という言葉があります。皆さんも聞いたことがあると思います。意味は，「一
人はみんなのために」「みんなは一人のために」です。私は，この言葉をこうも捉えられると
思います。「一人の成長はみんなの成長のために」「みんなの成長は一人の成長のために」で
す。共に，磨き合い，高め合うことで，皆さん一人一人が成長し，これからも輝きを放つ豊成
中であってほしいと願っています。そうした学校づくりに，後期も一緒に頑張っていきましょ
う。

本校が秋田県教育委員会が主催する標記の
コンクールにおいて，秋田県教育委員会教育
長賞を受賞しました。平成28年度より実施している森林環境学習での活動を評価していただ
たものです。森林環境学習では，十六沢城址公園を守る会の方々からの協力を得て，公園で

の間伐作業や枝打ち作業，ボランティア清掃活動
等を行ってきました。また，学校林の整備作業に
も取り組んできました。先輩たちと皆さんの頑張
りの積み重ねが，今回の受賞につながりました。
左の写真は，１０月１１日(金)の前期終業式の

際に，私から生徒代表の池田典太さんに賞状を渡
した場面です。豊中の「誇り」がまた一つ…！


